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発見は新しい領域を切り開く

現代の科学・技術の発展には目をみはるも

のがあり、これらの発展は私たちの生活や健

康にさまざまな恩恵を与えています。この発

展を支えてきた化学や物理学、生物学といっ

た基礎的な学問も、やはり大きく進歩してき

ました。なかでも、物質を扱う化学は、およ

そ物質の存在するところであれば、物理学や

生物学の領域とされるところでも、重要な役

割をになっています。あらゆる物質の仕組み

を理解し、また新しい物質を創造することが

できる学問・技術としては化学をおいてほか

になく、今後とも化学は、自らが発展を続け

ると同時に、ほかの領域の発展をも支え続け

ていくことになります。

科学の歴史を振り返り、その発展をもたら

してきたものを考えると、2つの要素をあげる

ことができます。第 1は、いうまでもなく人

間の英知です。第 2は学術上の発見です。化

学の分野では、物理学や生物学に比べて発見

の頻度が高く、発見がもたらす恩恵も多くな

っています。なぜそうなのかを考えるために

は、化学という学問・技術の特徴を整理する

必要があります。

化学の最大の特徴は多様性です。すなわち

問題とする場合の数が多く、これは事実上無

限ともいえます。何種類もある原子が組合さ

って分子をつくり、物質をつくるわけですが、

その組合せが無限にあります。場合の数が無

限にあるため、整理がつく範囲はかぎられて

しまいます。整理がつけば理論的考察が成立

し、その延長として未知現象の予測をたてる

ことができますが、予測のつかない場合も少

なくありません。しかし、場合の数が多く予

測がつきにくいということは、化学という学

問の未熟さを示すものではなく、化学に備わ

った多様性という本質的な特徴の現れです。

この予測のつかない領域で、発見は起こりま

す。今後も種々の発見が行われ、さらなる化

学の発展を支え続けることと思われます。

このように、化学の発展は英知と発見によ

り支えられ、また時代の社会的要請により方

向づけられていきます。未踏領域における、

未知への勇気ある挑戦が、今後とも続けられ

ていくことになります。

世界をリードする日本の化学

『有機合成化学協会誌』の 2000年 5月号に

「発見ノススメ」という文を書かせていただき

ました。新しい分野・領域を開くとき、化学

では新発見を契機としてきたことは顕著です。
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村井　眞二
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この発見には、意図し

たものもあれば、偶然

のものもあります。ノ

ーベル賞の半分は、発

見を契機としています。

ところで、東京工業

大学名誉教授の慶伊富

長先生が書かれた「研

究ランキングを考える」

の化学抄録誌論文数ラ

ンキングをみると（表

1）、日本の代表的な 8

つの国立大学がベスト

20の一角を占めていま

す。1997年の『ケミカ

ルアブストラクト』に

掲載された論文数では、

東京大学が 1位、大阪

大学が 2位、京都大学

が 3位、東北大学が 4

位です。世界に伍して

いることはわかると思

いますが、はてなと思

われる部分もあるでし

ょう。

それは、何となく印

象として、実力を順当に反映しているとは思

えないという懸念だと思います。半ばあって

いて、半ばは誤解です。化学分野では、日本

は実力をもって世界に伍し、リーダーの一員

として化学・化学技術の発展を進めています。

自然科学のノーベル賞がこれまで 470人ほど

に授与されていますが、そのうち日本人は 6

人です。そのことは日本の恥ではなく、私は、

ノーベル賞の恥だと考えています。

数だけではなく、重要な研究をしなければ

なりません。筑波大学名誉教授の白川英樹先

生が行われたような、影響力のある研究が重

要です。30年前の白川先生は、まさに当時の

「現代の匠」であり、ポリアセチレンは 30年前

には「未来物質」でした。本シンポジウムのメ

インテーマは、「現代の匠が創る未来物質」で

す。私たちは、次の世代を目指しています。

発見を支えるもの

化学には、偶然の要素がかなりあるといわ

れています。例えば、白川先生の場合、ミリ

グラムとグラムを間違われ、加えた触媒が

1,000倍はいっていたことが新物質の創製につ

ながりました。「運がよい」、「偶然」、「神が導
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表1 化学抄録誌論文数ランキング

’97年 大学名 ’97年論文数 ’95年 ’93年 ’91年 ’79年

1 東 京 大 学 3,308 1 1 1 1
2 大 阪 大 学 2,451 3 3 3 3
3 京 都 大 学 2,415 2 2 2 2
4 東 北 大 学 2,236 4 4 4 5
5 ハーバード大学 1,689 5 9 24 32
6 九 州 大 学 1,534 6 11 9 16
7 名古屋大学 1,518 8 12 12 12
8 ミシガン大学 1,480 7 6 7 17
9 モスクワ大学 1,420 16 22 29

10 北海道大学 1,385 13 19 15 13
11 ワシントン大学＊1 1,323 19 20 18
12 ウィスコンシン大学＊2 1,323 14 10 6 6
13 東京工業大学 1,312 10 16 14 19
14 スタンフォード大学 1,299 15 8 7 11
15 カルフォニア大学＊3 1,260 11 5 5 4
16 コーネル大学 1,215 9 7 8
17 ケンブリッジ大学 1,199 18 24 21 25
18 トロント大学 1,190 20 26
19 イリノイ大学＊4 1,188 17 15 10
20 カルフォニア大学＊5 1,155 21 14 16 9
21 マサチューセッツ工科大学 1,137 12 17 10 7
22 オックスフォード大学 1,078 28 32 20 30
23 ペンシルバニア大学 1,077 22 30 18
24 フロリダ大学 1,072 23 18
25 イェール大学 1,057 25 21 15

34 ソウル国立大学 867 42
38 南 京 大 学 832 53

＊ 1：シアトル校、＊ 2：マディソン校、＊ 3：バークレー校、＊ 4：アーバナ校、
＊ 5：ロスアンジェルス校


